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 FTDX9000 と最初の出会いは、2004 年 5 月米国オハイオ州デイトンにあるハラアリーナでした。目

に飛び込んできた FTDX9000Dの印象は、今でも鮮明に記憶に刻まれており黒い艶のあるフェースにオ

レンジ光が輝き『超カッコイイ！』と感じました。少しでいいから触ってみたいのですが、透明のケー

スで覆われており誰も触ることが許されません。黒集りの人々でモミクシャになりながら只々眺め続け、

その優美な姿を目の奥に刻み込み帰国しました。 

 再会は 2007 年 8 月のハムフェアです。会場に居られた篠崎さんにお願いして個室で触らせて頂きま

した。ツマミやボタンに触れ耳の神経を集中させ夢中で聴きました。デイトンで見た『超カッコイイ！』

無線機に触れることが叶い、篠崎さんの丁寧なご説明や開発への熱い思いも伝わり、買うぞ！と心が定

まりました。 

 

 

 2007年当時は、FTDX9000Contest、FTDX9000D、FTDX9000MPの 3機種でMPのみ受注生産で

した。ハムフェアで頂いたカタログを枕元において毎晩眺めながらどれにするか？悩むのも楽しいひと

時です。決め手はカタログに記載されていた『究極という選択－クラス A オペレーション』（写真１）

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして FTDX9000MPのみ CLASS-A（A級増幅）で連続 100Wを実現していました。市販されてい

る HFリニアアンプのエキサイタとして使用する際にも十分な出力を確保しています。 

 FTDX9000MPはAB級動作で 400W出力です。DXを楽しむにもリニアアンプなしで FTDX9000MP 

1台で十分なのですが、完全A級動作で 100W機として動作させ、HFリニアアンプをドライブして 1kw

まで電力増幅し、より歪が少なく IMD 特性の良い電波を作り出そう！と考えたのです。贅沢な使い方

だと思います。音質にはさほど拘りません（地声が悪くどうにもならないのも理由の１つです）が、電

波の質には徹底して拘ってみました。 

 

 もう 1点、FTDX9000MPは受注生産です。FTDX9000Dより少し高価だし、利用者もきっと少ない

だろうと考えました。そして、オプションの RFμチューニングユニットも全て装備し、輝くライトは

ブルー表示で 2007年 9月 25日に近くのハムショップから FTDX9000MPをオーダしました。 

 

 

異国で出会った FTDX9000に魅せられて 

～ 究極の選択で楽しいハムライフへ ～ 

出野義則 Yoshinori Ideno JA1BBE 

機種選定 

 

写真 1 CLASS-Aと BIASのツマミ 

 

lassA と Biasのツマミらす 
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 2007年 10月末、注文した FTDX9000MPができ上がったので自宅へ届け組み立てしますとメーカか

ら電話がありました。ワクワクしながら自宅で待機していると、1台のバンが止まり、30kg程ある無線

機の梱包を解いて 2Fのシャックへ運び込み、組み立てていただきました。 

 早速、マニュアルを片手に動作確認と各種設定、リニアアンプ(JRL-3000F)との接続など運用準備を

進めました。電波を発射したい気持ちを抑え、無線設備の変更申請と落成検査（50MHz帯を 1kwに変

更）など一連の手続きを進めつつ、マイクロフォンの選択(Sony 製の C-38B に決定)やディスプレーの

接続や FTC を介したリニアアンプの自動制御、内臓されているパラメトリックイコライザーのチュー

ニングを済ませました。 

 写真 2と写真 3はFTDX9000MPからアンテナへ伸びる同軸にカレントトランスを挿入しスペアナで

IMDを測定したものです。ツートーン（写真 4）はWaveGeneから 1000Hzと 800Hzを作り出しマイ

ク端子から入力しました。写真 2は AB級増幅、写真 3は A級増幅です。10Wで動作させても A級増

幅に歪が少なく軍配が上がることが判ります。（尚、測定装置は校正もしていませんし、ツートーンの

歪も不明なのであくまで参考程度に願います） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い通りの選択 

写真 2 AB級増幅の測定 写真 3 A級増幅の測定 

  

 写真 4 ツートーン信号 
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 特に気に入った点が３つあります。１つはメインダイアル（写真 5）です。HF 機の操作性で最も重
要だと思うのはメインダイアルのタッチ感です。時には人差し指のみで付け根の関節を主に使って操作
したり、あるときは親指と人差し指をダイアルに載せ手首の関節を主に使って操作したり、無意識にダ
イアルを操作しますが、このタッチ感と重量感が悪いとワッチ操作に大きな支障をきたします。
FTDX9000シリーズのメインダイアルは微妙なタッチ感が実に上手に仕上げてあり『操作するという喜
び』を追求した無線機だと思います。 

 2つ目は、500m離れた所に 1kwの局があり、以前使っていた無線機では同じバンドだとバリバリ音
が強く全く QSO ができませんでした。しかし、FTDX9000MP だと少し周波数を離れるだけで問題な
く QSO ができます。妨害を与えている無線局の設備にもよると思いますが、妨害を受けている無線局
側でμ同調（写真 6）を ONにすると目的の信号のみ拾い上げスッキリした受信機に変身します。μ同
調が搭載された FTDX9000シリーズは極めて混変調に強い！と思います。 

 3 つ目は、パラメトリックイコライザーです。低域、中域、高域それぞれに対して中心周波数、マイ
クゲイン、帯域幅がお好みに応じて設定できます。声質やマイク特性や運用スタイルに応じて、より自
然に近い音、明瞭度の拘った音、好きな音質に拘った音作りが可能です。工場出荷値でも全く問題あり
ませんが、特徴のある個性豊かな音作りを私も楽しんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に気に入った点 

 

写真 5 メインダイアル 写真 6 μ同調ツマミ 

写真 7 FTDX9000MP 
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 FTDX9000MPが実力を発揮する瞬間は何といっても交信未達地帯から届くかすかな電波への対応で

す。微弱な電波を拾い上げ、不必要な部分は捨て、必要な部分を強調して、人の耳で聞き分けられる音

にせねばなりません。 

● オンフレ（スプリット運用ではない）でパイル状態が最悪。 

● クラスターで珍局を確認し、相手局が出ていることはかすかに判るがコールサインなど聞き取れな

い！無線機を操作するがどうしてもダメな時には、しばらく待ってコンディションの変化に期待す

る。 

● コンテストで近接する領域に、他局の強い信号が出て、当局へのコールバックが聞き別けられない。 

 

イライラする状況は上記以外にも沢山あると思いますが、その状況に応じて FTDX9000MP の実力を引

き出す操作は異なります。Sメータを大きく振らせるのを好む方も居られると思いますが、私は逆で次

のような操作を行い、必要な信号のみ音として耳から脳へ伝えるように心がけます。Sメータの振れは

ほぼ止まりますが、老いた鼓膜を適切に振動させ、多重処理が不得手になった脳細胞をやさしく働かせ

るのによい方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）IPO（受信部高周波増幅回路：写真 8）を OFFにする。（ノイズも含む余計な増幅はしない） 

２）アッテネータ(ATT)写真 9を適度に入れる。（一定レベル以下の信号やノイズをカットする） 

ノイズが多い都会ではこの操作で随分と聞きやすくなります。バンドのコンディションに応じて AGC

を制御しているRF GAINを使うのも良いと思いますが、微弱な信号の場合RF GAINは働かせません。 

次にフィルター類です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ルーフィングフィルター（写真 10）は通常自動モードにして使っていますが『ここぞ！』という時

には、目の瞳孔と同じように暗い夜道では広げ、明るい太陽の下では絞るという操作を手動でします。

暗闇で獲物を探す感覚と表現すればお判りいただけると思います。獲物が見つかれば、その獲物だけが

見えるように、受信モードに応じて 15K,6k,3k を選びます。CW の場合自動だと 3kを選びますが手動

実力を引き出す操作 

  

写真 8 IPOが ONの状態 写真 9 ATTがゼロの状態 

 

写真 10 ROOFING フィルター 

 

写真 11 WIDTHと SHIFTの状態 



FTDX9000MP 

で 6kに変更して信号を見つけ出します。 

４）そして、IF WIDTH（写真 11）機能を使います。通常 CWでは 12時の位置で 500Hzですが、300Hz

や 200Hzまで絞ります。稀ですが 100Hzまで絞ることもあります。通過帯域幅を狭くして必要な信号

（音）のみにするためです。 

５）最後は SHIFT(写真 10)です。キャリアポイントを動かさず、キャリアポイントからのフィルター

の位置を電気的に動かします。SHIFTツマミを操作し聴き易い音を強調させます。 

 

SSBでの国内ラグチューは、相手局の音質もよく IF WIDTHを広げて使います。カリカリした音を

長時間聴くと耳（実際は脳）が疲れます。適度に低域の周波数で脳を刺激し疲れを感じさせにくくする

ための工夫です。APF(オーディオピークフィルター)や AFL（オーディリミッター）やオーディフィル

ターを使うこともあります。 

これらの操作はお好みの運用方法や目的に応じて流儀があると思いますので、参考にして頂ければ幸

いです。 

 

 

 

 現在は解決されていますが初期段階において、7MHz で長時間送信をすると ACL が働き、電波が出

なくなる問題が我が家で発生しました。メンテナンス部門にお電話すると、修理の方が二人でお見えに

なり、特殊な測定器をアンテナ端子に繋いで測定し、その場ですぐに修理（設定変更）をしてください

ました。 

購入後 2年ぐらい経過した頃に、バージョンアップがあり本体のみ工場へ送り対応していただきまし

たが、それ以降一度も故障や動作不良はありません。強いて問題をあげるなら、メイン電源（スピーカ

が装備されている電源装置の上部にある）を OFF にしておくと電源投入した瞬間、モニターに表示さ

れる周波数と実際に送信される周波数に極僅かの差がでますが直ぐに同じになります。それと、コンピ

ュータの時計が極僅か進みます。 

DX や国内 QSO に FTDX9000MP を活用していますが、豊富な（過ぎる）機能を使いこなすに至っ

ておりません。最大の問題は、ツマミやボタンやメニュー設定など機能が多すぎて操作を覚え切れず、

マニュアルが欠かせないことです。 

 

 

 

 FTDX9000 のバンド切り替ボタンには３つの周波数とモードを記憶させておくことができるバンド

スタック機能が搭載されています。例えば、50MHz のボタンの１つ目に 50.000MHz－CW、2 つ目に

50,300MHz SSB、3 つ目に 51.000MHZ FM という具合です。クイック操作にとても便利な機能だ

と思います。SSBや CWや RTTYなどに使い分けるのも良いでしょう。 

 

 前面にあるキャノン型マイクジャックにファンタム電源が供給できるのもうれしい気遣いです。マイ

クラインに DC48V の供給が可能だと、コンデンサーマイク（高級コンデンサーマイクの多くはファン

タム電源が必要）を使いたくなります。メニュー設定で切り替えができると良いと思いますが、高級な

マイクを壊さないためにも本体の上蓋ケースを開けて設定する仕様です。 

 

 もう１つ。うれしい気遣いは SSB送信時のバンドパスフィルタの選択です。50～3000、100～2900、

200～2800、300～2700、400～2600 が選択できます。標準は 300～2700 ですが、200～2800 にする

と低域から高域までカバーできます。気に入った音作りなどに重要な要素です。 

 

 おまけにもう１つ。なんと言ってもアナログメータです。よく見えて判りやすいというのが最高です。

デジタルメータはどうもなじみません。また直射日光があたると液晶のデジタルメータは見えません。

老眼が進んだ筆者にはアナログメータが何よりです。 

困った点 

うれしい気遣い 
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 私は、FTDX9000MPを生涯最後に購入する無線機にするぞ！と心に誓って買いました。未だ浮気心

は現れませんし、とても気に入って毎日使っています。風が強くてアンテナが上げらない時には AMラ

ジオ放送を FTDX9000MPで聴いています。AMラジオ放送の電波が強いこともありますが、SSBに親

しんだ私の耳には FMラジオよりいい音で聞こえてきます。 

 質の良い電波を受信するときには最高の性能を発揮し、質の良くない電波を受信するときには各種機

能を駆使して、信号を音波に変換してくれます。使う人のことをどこまでもよく考え、厭きさせず使い

続ける魅力を十分に伝え、楽しさが味わえる最高水準の無線機だと思います。 

 他に国内 2社から最高水準のアマチュア向け HF無線機（50MHzを含む）が発売されています。QSO

を通じて友人や利用者から他社製品の素晴らしい評価を耳にすることもありますが、私の触手は

FTDX9000MPからピクリとも動きません。私に適した、私のための、私だけの FTDX9000MP を生涯

使い続けることでしょう。 

 最後に、メンテナスは見事だと思います。埃や手垢が少し付いた FTDX9000MPをバージョンUPの

為にメーカに送りましたが、戻ってきた品物はまるで新品同様で埃１つありませんでした。製品を大事

に使って欲しいというメーカの想いがユーザに伝わってきます。修理が完璧であることに加え、ピッカ

ピッカの製品になって戻ってくると購入した時の喜びをもう一度味わえます。修理とピッカピッカにす

ることは異なるサービスだと思いますが、ユーザにとってとてもうれしいサービスなので加筆しておき

ます。（完） 

 

購入検討の方へ 


